
 

 

２０１８ July                     ―みんなで作る「あつぎ百科」― 

 
 
 

 

（仮称）あつぎ郷土博物館は、資料を保管する収蔵庫（画面奥の部分）が位置

する 2 階の壁も立ち上り、内部の工事が本格化しています。そのような中、展示、

普及事業などの博物館事業の運営を審議していただいている、郷土資料館運営協

議会の委員による現地視察が行われました（写真中）。 

机上での計画検討を進めてきた委員の方々ですが、現場で工事の具合をチェッ

クしていただきました。併せて、開館後には博物館と共存し、活用していかねば

ならない周辺の環境、特に自然の様子を丹念に見ていただき、どのような利用、

活用が可能なのかを確認しました。 

 

準備 

 〒243-0003 厚木市寿町３－１５―２６   

 http://www.city.atsugi.kanagawa.jp/    ０４６－２２５－２５１５  
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２０１８ July                     ―みんなで作る「あつぎ百科」― 

郷土資料館では、新博物館で行う講座や見学会な

どの普及事業を企画、検討中です。自然系分野では、

博物館敷地、水田や河岸段丘の二次林、中津川など、

博物館周辺の自然を十二分に楽しんでいただくため、

毎週 1回、生物相の下調べを始めています。 

厚木の河川を代表するトンボであるミヤマサナエ

（＝写真上）、市内では珍しいカゴノキ（＝写真下。シ

カの子供の模様、カノコから名前が付きました）などを確

認しました。今後も、さらに実地での収集を進め、皆さまにご提供できる環

境プログラムを構築していきます。ご期待ください。 
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（仮称）あつぎ郷土博物館 普及事業案① 

自然系普及事業の準備 

 

《古民家岸邸 7月 の休館日》＊16日まで「岸邸の七夕」開催中 

 


